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共通教育等科目「動物実験の基礎」における、実験動物シミュレーターの利用の試み 
 

市瀬 広武 
琉球大学医学部附属動物実験施設 

 
要旨 

 
 大学で動物を扱う学生に対して、動物実験の「教育訓練」の実施が義務付けられています。

琉球大学における動物実験の教育訓練をより効果的に進めるために、実験動物シミュレー

ターを取り入れた教育を、共通教育等科目「動物実験の基礎」において試行しました。実験

用動物を初めて扱う学部学生に対して、動物生体を扱う前にモデルを用いた操作を体験さ

せることは、教育上、そして実験動物に対する配慮上、重要かつ効果的であると考えられる

ため、今後も実践していきます。 
 

キーワード 
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１ はじめに―共通教育等科目「動物実験の基礎」と、動物実験の「教育訓練」― 

 

共通教育等科目「動物実験の基礎」は、動物実験の意義、倫理、および関連法令・ガイド

ラインなどについて教える、医学部医学科の学生を主な受講者として想定した講義です。

2018 年度から私が担当し、前学期、後学期にそれぞれ開講しています。動物実験に関する

国のガイドラインに基づいた学内規則によって、本学の教職員・学生には、教育・研究にお

ける脊椎動物生体の取り扱いを始める前の「教育訓練」の受講が義務付けられています。私

は、動物実験委員会の立場で全学向け教育も担当していて、説明会を年に複数回実施してい

ます。この「教育訓練」は大学のカリキュラム上の講義とは異なりますが、学部教育におい

ては動物使用実習の前座の役割を果たしています。また、共通教育等科目の単位取得者は、

「教育訓練」受講済の扱いとなります。前学期では 120 名程度、後学期では 5 名の医学科

生が「動物実験の基礎」を受講していますが、医学部以外の学生さんも数名受講していて、

動物実験との接点がないものの動物実験の倫理に関心のある学生さんも含まれています。 
 

２ 「教育訓練」の「訓練」をどうするか？ 

 
「教育訓練」は国のガイドラインで用いられている言葉ですが、海外における"Education 

and Training in the Care and Use of Laboratory Animals"がその根底にあります。2018
年度に講義や説明会を実施していくなかで、「教育」だけでなく「訓練」に相当する要素を
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もっと取り入れるべきなのではないかと考えるようになりました。そこで、学会のセミナー

や企業展示で気になっていた動物実験手技訓練用のシリコン製マウス型・ラット型シミュ

レーター (1,2) を各 2 体、大学教育改善等経費の支援を得て 2019 年度に導入しました。保

定、経口投与や尾静脈投与・採血といった、動物の取り扱いや実験手技の訓練が可能です。 
 

３ 2019年度後学期における利用の試み 

 

2019 年度後学期の講義において、このシミュレーターの利用を試しました。1) 動物実験

手技と、動物生体を用いない実験手技訓練方法についての紹介（講義）、2) 動物実験手技の

英語文献および動画 (3) の閲覧（講義前の予習）、3) 動物実験計画を立案して計画書を書い

てみるという実習時間内での、希望者によるシミュレーターの取り扱い（実習）の 3 つを組

み合わせた教育を実施しました（2020 年 1 月、7 名）。マウス・ラットモデルとともに、飼

育ケージや、先の丸い経口投与針をつけた注射器も準備し、マウスとラットのサイズや重量

を実感してもらうようにしました。また、経口投与を試行可能としました。学生さん達は、

経口投与を試したり、恐る恐る触ったりしていました。さまざまなバックグラウンドの学生

さんに、スライドや資料の中に出てくるだけであった実験用動物の、存在感や質感をモデル

で体感してもらえた点で、意義があったと考えています。ただし、各人の操作イメージをモ

デルで実践するよう、方向付けをもっと進めて実施する方が良かったとも感じました。 
 

４ おわりに―動物実験の教育訓練のための講義や説明会の今後― 

 
 2020 年度の共通教育等科目や学内説明会で教材をどのように使用していくべきか、

2020 年の 3 月頃まではあれこれ思案していましたが、コロナ禍によって前学期での対面講

義の実施自体が困難となり、計画変更を余儀なくされました。後学期の「動物実験の基礎」

（13 名）や学内説明会も、すべて遠隔講義で実施しています。遠隔講義でもできる、遠隔

講義だからできることも多いですが、実際に見て聞いて触わって考えてもらうための教育

手段も必要であることには変わりありません。今年度の残りや来年度以降の行方は不透明

ですが、感染対策を講じた上で、実習用教材を活かす教育方法を考えて、今後も実践してい

きたく思います。 
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